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　昨年は、衆議院選挙の圧勝によ

り政権交代を成し遂げました。し

かし、現状に浮かれているわけに

はまいりません。

　今、日本は少子化と高齢化が同

時進行し、国家の活力が失われか

ねない状況にあります。また他方

で国の長期債務がＧＤＰの1.8倍

にも上らんとしています。

このような状況に陥ったのは、50

年以上の長きに渡り政権交代が行

われなかったことに大きな原因が

あります｡政官業の癒着が進行す

る中で、既得権益を維持しようと

する政治が続き、時代にそぐわな

い硬直化した予算配分が続けられ

てきたのです。私達はこの状況を

打破するために政権交代をめざし、

国民もまた、私達に期待したから

こそ政権交代が実現したのでした。

新年に当たり、私達の目的は政権

交代自体にあるのではなく、「為

政者として真の「国民のための政治」

を実現させる」ことにこそあると

いうことを、改めて肝に銘じる必

要があると感じています。

変革を成し遂げるに当たり、昨年

は9月中下旬の政権交代直後から、

前政権が作成した平成21年度補正

予算の見直し、本年度税制改正要望、

本年度予算概算要求及び予算の決

定に向けた官邸、財務省、党との

折衝と非常にタイトなスケジュー

ルを余儀なくされました。まさに

綱渡りで「こなしてきた」感があ

ります。

　それでも、私が副大臣を務める

国土交通省では政権発足当初から

政治主導を念頭に、政務三役によ

る政策決定を徹底し、前政権が策

定した補正予算の見直しでは所管

する2兆3,321億円の予算うち､9170

億円､全体の39.3％まで切り込み

ました｡実に全体の約4割を削減し

たのです｡

 また、本年度予算概算要求では

全ての事業について聖域なく見直

しを行い､平成21年度当初予算と

比べて､公共事業費を8000億円超､

約15%大幅に減額する概算要求を

決定しました｡政治主導により既

得権益を打破し、まさに「コンク

リートから人へ」の政治を実行し

ました。

　とは言え変革は始まったばかり

であり、まだまだ十分ではありま

せん。長期政権の下、あらゆる制

度が至る所で制度疲労を来しており、

変えなければならないことがあま

りにも多いのです。それに比べ、

絶対的に時間が足りないというの

が政権交代以来、職務を執り行っ

てきた実感です。いきおい不本意

ながら前政権までの制度・枠組み

の中での政策を､甘んじて遂行せ

ざるを得なかった点が多々あった

ことも事実です。これは前政権が

作った政策・予算を引き継ぐ以上、

政権交代の初年度に必ず伴うもの

です。新たな成長戦略、金融政策

と日銀のあり方、ムダの多い独立

行政法人や公益法人の改革などは

残された大きな課題です。また、

予算、税制のみならず政策の内容

にまで干渉してくる財務省をとり

まく予算決定のあり方は、今後の

政策決定のあり方として政権運営

上の最大の課題かもしれません。

　本年は、夏に参議院選挙を控え

ています。残された課題に腰を据

えて対処するためにも過半数を獲

得し、安定した政権運営を行うこ

とができる体制を築くことも非常

に重要となります。その上で、い

よいよ前政権の呪縛を離れ、民主

党の目指す真に「国民のための政治」

を実現する年としなければなりま

せん。　　　　　　　　　（了）

会　会のご案内

　私は「渇すれど盗泉の水を飲ま
ず」の言葉のもと、利権ではなく
信念に基づいた政治を行うため、
一円たりとも企業献金を受けず、
政治資金パーティーも行っており
ません。私の政治活動は「まぶち
会」に入会してくださった方々か
らの年間寄付金（個人献金）によ
って支えられています。
　主旨にご賛同頂ける方は、お気
軽に下記までご連絡ください。

まぶちすみお後援会事務所
0742(40)5531

年頭所感（本格始動の年）



1月9日（土） 第113回 
日 時� 1月9日(土)午後3時00分～4時15分
場 所� 奈良商工会議所５階大会議室
� 近鉄奈良駅から県庁に向かって徒歩1分
� 登大路左側のビル
� 奈良市登大路町36-2
� tel 0742-26-6222

テーマ� 「初めての通常国会」

　これまで各府省の政策は通常､

課長補佐ﾚﾍﾞﾙで原案を作成し､

課長ｸﾗｽ､審議官や局次長ｸﾗｽを

経て､局長に案件は上がり､官

房長や､事務次官､さらには大

臣にも説明を行った上で最終

的には省議と呼ばれる大臣以

下の全体会議で意思決定が行

われてきました｡基本的に官僚

を出発点とする積み上げ方式

でした｡これを政治家である政

務三役が方向性を決め､官僚に

指示を出すﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝの形で各

府省における政治主導を実現

する必要がありました｡

　政務三役会議は政権交代後

の民主党政権において､官僚主

導の政策決定を政治主導のも

のとするために各府省の最高

意思決定機関という位置づけ

で新たに設けられた会議です｡ﾒﾝﾊ゙ ｰ

は政務三役､つまり大臣､副大臣､

政務官です｡基本的に官僚は出

席しませんが､国交省では内閣

官房専門調査員(党の政調

ｽﾀｯﾌ)と新たに設けられた政務

三役政策審議室の室員は出席

することができます｡政務三役

会議により各府省における｢政｣

と｢官｣の在り方は大きく変わ

りました｡

国交省
政務三役会議

　鳩山内閣となって初めての通常国会、本予算を決める大事

な国会を前に、これからの課題や、日本という国を国土交通

副大臣としてどうデザインしてゆくのかなど、まぶちがお話

させていただきます。入場無料、予約不要、出入り自由で
す。
　シビックミーティング終了後、隣のビルの地下１階「神な
り屋」（℡27-9565）にて有志による懇親会「天下国家を語
る会」を開催します。
  なお、こちらは会費2000円（軽食･飲み物）となります。
　
○お問合せ：まぶちすみお後援会事務所
� 　　　　　　　　　　Tel 0742（40）5531

　2009年は大きな変化の年でした｡大

きなことで言えば､政権交代｡そして､

まぶち事務所で言えば､代議士がおか

げさまで国土交通副大臣に就任させ

て頂いたのが一番の変化でしょう｡

　私の仕事も結構変わりしました｡政

策のﾀｹさんがずっと国交省につめて

いるので､国会事務所は私一人きりで

す｡代議士もほとんど顔を出さないの

で､事実上､｢全部自分で｣やらなけれ

ばならなくなり､もっと自分頑張らな

きゃなぁ､と思う毎日です。

　代議士は､といえば､ﾎﾝの半年前ま

では｢敵の本丸｣だった国交省でこの

時間(22:30)も作業をしています｡き

っと今日も深夜までｺｰｽです｡曰く｢選

挙と予算委員会が同時に来たような

毎日｣とのことですが､この国を大き

くﾃﾞｻﾞｲﾝする､その仕事を前にして何

だか生き生きとしています｡

　実は今日はｸﾘｽﾏｽなのですが､今年

の(も?)国会事務所はﾎﾜｲﾄｸﾘｽﾏｽなら

ぬ､ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾘｽﾏｽです｡　　(ｼｽﾞ)


